
平成２６年（国）第３１７号

平成２７年２月２７日裁決

主文

本件再審査請求を棄却する。

理由

第１　再審査請求の趣旨

再審査請求人（以下「請求人」という。）

の再審査請求の趣旨は、国民年金法（以下

「国年法」という。）による障害基礎年金の

額を改定するとした処分の取り消しを求め

るということである。

第２　事案の概要

本件は、受給権発生日を平成○年○月○

日とする傷病コード「０９」（循環器系の

疾患）及び「１８」（関節の疾患）による

障害の状態が、国年法施行令（以下「国年

令」という。）別表に定める１級１１号の

程度に該当するとして、障害等級１級の障

害基礎年金を受けていた請求人に対し、厚

生労働大臣が、国年法施行規則第３６条の

４第１項の規定による障害の現状に関する

診断書として提出されたａ病院・Ａ医師（以

下「Ａ医師」という。）作成の平成○年○

月○日現症に係る同日付診断書（以下「本

件循環器障害診断書」という。）及びＡ医

師作成の平成○年○月○日現症に係る同月

○日付診断書（以下「本件肢体障害診断書」

といい、「本件循環器障害診断書」と併せ、

便宜上、「現状診断書」という。）により請

求人の障害の状態を診査した結果、障害の

状態（障害等級）が変わったため、年金額

を変更したとして、平成○年○月○日付で、

同年○月から障害等級２級の障害基礎年金

を支給する旨の処分（以下、これを「原処

分」という。）をしたのに対し、請求人が

原処分を不服として、標記の社会保険審査

官に対する審査請求を経て、当審査会に対

し再審査請求をした事案である。

第３　当審査会の判断

１　国年法第３４条第１項の規定による

と、厚生労働大臣は、障害基礎年金の受

給権者について、その障害の程度を診査

し、その程度が従前の障害等級以外の障

害等級に該当すると認めるときは、その

程度に応じて障害基礎年金の額を改定す

ることができるとされている。

２　本件の場合、前記第２記載の理由によ

りなされた原処分に対し、請求人は、こ

れを不服として、障害等級１級の障害基

礎年金の支給を求めているのであるか

ら、本件の問題点は、現状診断書現症日

当時における請求人の関節の疾患及び循

環器系の疾患（以下、併せて「当該傷病」

という。）による障害の状態（以下「本

件障害の状態」という。）が、国年令別

表に定める１級の程度の障害の状態に該

当しないと認められるかどうかである。

そうして、本件において認定対象と

すべき当該傷病についてみると、本件肢

体障害診断書の傷病名に記載されている

「１）アルツハイマー型認知症、２）変

形性膝関節症」のうち関節の疾患に相当

するのは変形性膝関節症である。また、

本件循環器障害診断書の傷病名欄には

「アルツハイマー型認知症、変形性関節

症、気管支喘息、甲状腺癌術後」と記載

されているが、認定対象とすべき循環器

系の疾患に該当する傷病はなく、本件循

環器障害診断書の内容から循環器系の疾

患に関連する心疾患による障害及び高血

圧症による障害について、その障害の程

度を判断することにする。

３　国年令別表は、障害基礎年金が支給さ

れる障害の状態を定めているが、請求人

の当該傷病にかかわると認められるもの

としては、障害等級１級に該当するもの

として、その６号に「両下肢の機能に著

しい障害を有するもの」が、その９号に

「前各号に掲げるもののほか、身体の機

能の障害又は長期にわたる安静を必要と

する病状が前各号と同程度以上と認めら

れる状態であつて、日常生活の用を弁ず

ることを不能ならしめる程度のもの」が、

さらに、その１１号に「身体の機能の障

害若しくは病状又は精神の障害が重複す

る場合であつて、その状態が前各号と同

程度以上と認められる程度のもの」が、



それぞれ掲げられている。

そして、国年法上の障害の程度を認定

するためのより具体的な基準として、社

会保険庁により発出され、同庁の廃止後

は厚生労働省の発出したものとみなされ

て、引き続き効力を有するものとされて

いる「国民年金・厚生年金保険障害認定

基準」（以下「認定基準」という。）が定

められているが、障害の認定及び給付の

公平を期するための尺度として、当審査

会もこれに依拠するのが相当であると考

えるものである。

認定基準の「第２　障害認定に当たっ

ての基本的事項」の「１　障害の程度」

によれば、上記の「日常生活の用を弁ず

ることを不能ならしめる程度」とは、他

人の介助を受けなければほとんど自分の

用を弁ずることができない程度のもの

で、例えば、身のまわりのことはかろう

じてできるが、それ以上の活動はできな

いもの又は行ってはいけないもの、すな

わち、病院内の生活でいえば、活動の範

囲がおおむねベッド周辺に限られるもの

であり、家庭内の生活でいえば、活動の

範囲がおおむね就床室内に限られるもの

であるとされている。

４　関節の疾患による障害の状態について

判断する。

請求人の変形性膝関節症による障害

は、下肢の障害と認められるところ、認

定基準の第３第１章（以下「本章」とい

う。）「第７節／肢体の障害」の「第２　

下肢の障害」によれば、「両下肢の機能

に著しい障害を有するもの」すなわち「両

下肢の用を全く廃したもの」とは、両下

肢の３大関節中それぞれ２関節以上の関

節が全く用を廃したもの、すなわち、（ア）

不良肢位で強直しているもの、（イ）関

節の他動可動域が、別紙「肢体の障害関

係の測定方法」（掲記省略）による参考

可動域（以下、単に「参考可動域」とい

う。）の２分の１以下に制限され、かつ、

筋力が半減しているもの、（ウ）筋力が

著減又は消失しているもの、のいずれか

に該当する程度のものをいうとされてい

る。ただし、両下肢それぞれの膝関節の

みが１００度屈位の強直である場合のよ

うに、両下肢の３大関節中単にそれぞれ

１関節の用を全く廃するにすぎない場合

であっても、その両下肢を歩行時に使用

することができない場合には、「両下肢

の用を全く廃したもの」と認定するとさ

れ、「一下肢の機能に著しい障害を有す

るもの」すなわち「一下肢の用を全く廃

したもの」とは、一下肢の３大関節中い

ずれか２関節以上の関節が全く用を廃し

たもの、すなわち、（ア）不良肢位で強

直しているもの、（イ）関節の他動可動

域が、健側の他動可動域の２分の１以下

に制限され、かつ、筋力が半減している

もの、（ウ）筋力が著減又は消失してい

るもの、のいずれかに該当する程度のも

のをいうとされている。ただし、膝関節

のみが１００度屈位の強直である場合の

ように単に１関節の用を全く廃するにす

ぎない場合であっても、その下肢を歩行

時に使用することができない場合には、

「一下肢の用を全く廃したもの」と認定

するとされている。また、「身体の機能

の障害又は長期にわたる安静を必要とす

る病状が前各号と同程度以上と認められ

る状態であつて、日常生活が著しい制限

を受けるか又は日常生活に著しい制限を

加えることを必要とする程度」とは、両

下肢の機能に相当程度の障害を残すもの

（例えば、両下肢の３大関節中それぞれ

１関節の他動可動域が、参考可動域の２

分の１以下に制限され、かつ、筋力が半

減しているもの）をいい、認定に当たっ

ては、一下肢のみに障害がある場合に比

して日常生活における動作に制約が加わ

ることから、その動作を考慮して総合的

に認定するとされ、「関節の用を廃した

もの」とは、関節の他動可動域が、健側

の他動可動域の２分の１以下に制限され

たもの又はこれと同程度の障害を残すも

の（例えば、常時（起床より就寝まで）

固定装具を必要とする程度の動揺関節、

習慣性脱臼）をいい、「関節に著しい機

能障害を残すもの」とは、関節の他動可



動域が健側の他動可動域の３分の２以下

に制限されたもの又はこれと同程度の障

害を残すもの（例えば、常時ではないが、

固定装具を必要とする程度の動揺関節）

をいうとされている。また、人工骨頭又

は人工関節をそう入置換したものについ

ては、一下肢の３大関節中１関節以上に

人工骨頭又は人工関節をそう入置換した

ものや両下肢の３大関節中１関節以上に

それぞれ人工骨頭又は人工関節をそう入

置換したものは３級と認定し、そう入置

換してもなお、一下肢については「一下

肢の用を全く廃したもの」程度以上に該

当するとき、両下肢については「両下肢

の機能に相当程度の障害を残すもの」程

度以上に該当するときは、さらに上位等

級に認定するとされている。なお、関節

可動域の測定方法、関節の運動及び関節

可動域等の評価について、測定方法につ

いては、前記の「肢体の障害関係の測定

方法」によるとされ、関節の運動に関す

る評価については、各関節の主要な運動

を重視し、他の運動については参考にし、

膝関節の主要な運動は屈曲・伸展とされ、

関節可動域の評価は、原則として、健側

の関節可動域と比較して患側の障害の程

度を評価するが、両側に障害を有する場

合には、肢体の障害関係の測定方法によ

る参考可動域を参考とし、各関節の評価

に当たっては、単に関節可動域のみでな

く、筋力、巧緻性、速さ、耐久性を考慮

した上で評価するとされている。

そうして、本件障害の状態のうち下肢

の障害の状態は、本件肢体障害診断書に

よれば、最近一年間の治療の内容等は、

変形性膝関節症、認知症により筋力低

下、見当識障害があり、ＡＤＬ（注：日

常生活動作）全てにおいて介助が必要と

され、平成○年○月○日に両膝関節の人

工関節置換術を受けた状態にあり、障害

の状態（平成○年○月○日現症）として、

左右膝関節（屈曲＋伸展）の他動可動域

は９５度、９０度であり、参考可動域の

合計１３０度に対し、いずれも５分の４

以下に制限されており、その関節運動筋

力は、ともに半減とされている。日常生

活における動作の障害の程度をみると、

上肢機能に関連する項目にも障害が認め

られ、下肢機能に関連する項目では、立

ち上がるが支持があればできるがやや不

自由、歩く（屋内）が一人でできるが非

常に不自由、片足で立つ（右・左）、歩

く（屋外）、階段を上る、階段を下りるは、

一人で全く、手すりがあってもできない

とされ、平衡機能は、閉眼での起立・立

位保持の状態は不安定で、開眼での直線

の１０ｍ歩行の状態は多少転倒しそうに

なったりよろめいたりするがどうにか歩

き通すとされ、補助用具として、Ｔ字杖

を常時（起床より就寝まで）使用してお

り、現症時の日常生活活動能力及び労働

能力は、認知症によりＡＤＬ全介助、労

働能力はなく、高血圧、気管支喘息等の

併発症もあり、予後は悪いとされている。

以上のような下肢の障害の程度は、両

膝関節に人工関節がそう入置換されてい

るので３級（併合判定参考表（掲記略）

の７号）に該当するものの、膝関節（屈

曲＋伸展）の他動可動域は参考可動域に

対して２分の１以下の制限がなく、その

筋力も半減であることから、上位等級で

ある２級以上には該当しない。なお、下

肢における膝関節以外の関節可動域の制

限及び筋力の低下、上肢における筋力の

低下及び日常生活における動作の障害に

ついては、当該傷病と関連のない認知症

など別傷病によるものと判断でき、これ

らの障害を認定対象とすることはできな

い。

５　循環器系の疾病による障害の状態につ

いて判断する。

認定基準の本章「第１１節／心疾患に

よる障害」によれば、心疾患による障害

の程度は、呼吸困難、心悸亢進、尿量減少、

夜間多尿、チアノーゼ、浮腫等の臨床症

状、Ｘ線、心電図等の検査成績、一般状

態、治療及び病状の経過等により、総合

的に認定するものとし、当該疾病の認定

の時期以後少なくとも１年以上の療養を

必要とするものであって、長期にわたる



安静を必要とする病状が、日常生活の用

を弁ずることを不能ならしめる程度のも

のを１級に、日常生活が著しい制限を受

けるか又は日常生活に著しい制限を加え

ることを必要とする程度のものを２級に

該当するものと認定するとされ、心疾患

による障害は、弁疾患、心筋疾患、虚血

性心疾患（心筋梗塞、狭心症）、難治性

不整脈、大動脈疾患、先天性心疾患に区

分するとされ、心疾患の検査での異常検

査所見及び障害の程度を一般状態区分表

で示すと、それぞれ、次のとおりである

とされている。

異常検査所見

区分 異　常　検　査　所　見

Ａ

安静時の心電図において、0.2mV 以

上のＳＴの低下もしくは 0.5mV 以上の

深い陰性Ｔ波（aVR 誘導を除く。）の所

見のあるもの

Ｂ
負荷心電図 (6Mets 未満相当 ) 等で

明らかな心筋虚血所見があるもの

Ｃ

胸部Ｘ線上で心胸郭係数 60％以上

又は明らかな肺静脈性うっ血所見や間

質性肺水腫のあるもの

Ｄ

心エコー図で中等度以上の左室肥大

と心拡大、弁膜症、収縮能の低下、拡

張能の制限、先天性異常のあるもの

Ｅ
心電図で、重症な頻脈性又は徐脈性

不整脈所見のあるもの

Ｆ 左室駆出率（ＥＦ）40％以下のもの

Ｇ
ＢＮＰ (脳性ナトリウム利尿ペプチ

ド）が 200pg ／㎖相当を超えるもの

Ｈ

重症冠動脈狭窄病変で左主幹部に

50％以上の狭窄、あるいは、３本の主

要冠動脈に75％以上の狭窄を認めるも

の

Ｉ

心電図で陳旧性心筋梗塞所見があ

り、かつ、今日まで狭心症状を有する

もの

一般状態区分表

区分 一　　般　　状　　態

ア

無症状で社会活動ができ、制限を受

けることなく、発病前と同等にふるま

えるもの

イ

軽度の症状があり、肉体労働は制限

を受けるが、歩行、軽労働や座業はで

きるもの　例えば、軽い家事、事務な

ど

ウ

歩行や身のまわりのことはできる

が、時に少し介助が必要なこともあり、

軽労働はできないが、日中の 50％以上

は起居しているもの

エ

身のまわりのある程度のことはでき

るが、しばしば介助が必要で、日中の

50％以上は就床しており、自力では屋

外への外出がほぼ不可能となったもの

オ

身のまわりのこともできず、常に介

助を必要とし、終日就床を強いられ、

活動の範囲がおおむねベッド周辺に限

られるもの

そして、当該傷病は本件循環器障害診

断書の記載から、心疾患のうち大動脈疾

患、先天性心疾患を除く、弁疾患、心筋

疾患、虚血性心疾患（心筋梗塞、狭心症）、

難治性心疾患のいずれの区分に属するも

のかを正確に判断することができない

が、上記の区分により障害等級１級に相

当すると認められる共通の障害の状態を

一部例示すると、「病状（障害）が重篤

で安静時においても、心不全の症状（Ｎ

ＹＨＡ心機能分類クラスⅣ）若しくは常

時心不全あるいは狭心症状を有し、かつ、

一般状態区分表のオに該当するもの」と

され、また、障害等級２級に相当すると

認められる障害の状態を一部例示すると

して、「一般状態区分表のウ又はエに該

当するもの」であって、弁疾患にあって

は、①人工弁装着後、６ヶ月以上経過し

ているが、なお病状をあらわす臨床所見

が５つ以上、かつ、異常検査所見が１つ

以上あるもの、又は②異常検査所見のＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｇのうち２つ以上の所

見、かつ、病状をあらわす臨床所見が５

つ以上あるものであること、心筋疾患に

あっては、①異常検査所見のＦに加えて、

病状をあらわす臨床所見が５つ以上ある

もの、又は②異常検査所見のＡ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ、Ｅ、Ｇのうち２つ以上の所見及び心



不全の病状をあらわす臨床所見が５つ以

上あるものであること、虚血性心疾患に

あっては、異常検査所見が２つ以上、か

つ、軽労作で心不全あるいは狭心症など

の病状をあらわすものであること、難治

性不整脈にあっては、①異常検査所見の

Ｅがあるもの、又は②異常検査所見のＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆ，Ｇのうち２つ以上の所

見及び臨床所見が５つ以上あるものであ

ること、がそれぞれ示されている。

次に、認定基準の本章「第１７節／高

血圧症による障害」によれば、高血圧症

による障害の程度は、自覚症状、他覚所

見、一般状態、血圧検査、血圧以外の心

血管病の危険因子、脳、心臓及び腎臓に

おける高血圧性臓器障害並びに心血管病

の合併の有無及びその程度等、眼底所見、

年齢、原因（本態性又は二次性）、治療

及び症状の経過、具体的な日常生活状況

等を十分考慮し、総合的に認定するもの

とし、当該疾病の認定の時期以後少なく

とも１年以上の療養を必要とするもので

あって、長期にわたる安静を必要とする

病状が、日常生活の用を弁ずることを不

能ならしめる程度のものを１級に、日常

生活が著しい制限を受けるか又は日常生

活に著しい制限を加えることを必要とす

る程度のものを２級に該当するものと認

定するとされ、高血圧症とは、おおむね

降圧薬非服用下で最大血圧が１４０mmHg

以上、最小血圧が９０mmHg 以上のもの

をいい、悪性高血圧症（①高い拡張期性

高血圧（通常最小血圧が１２０mmHg 以

上）、②眼底所見で Keith-Wagener 分類

Ⅲ群以上のもの、③腎機能障害が急激に

進行し、放置すれば腎不全にいたる、④

全身症状の急激な悪化を示し、血圧、腎

障害の増悪とともに、脳症状や心不全を

多く伴う、という条件を満たす場合）は

１級と認定し、１年内の一過性脳虚血発

作、動脈硬化の所見のほかに出血、白斑

を伴う高血圧性網膜症を有するものは２

級と認定し、頭痛、めまい、耳鳴、手足

のしびれ等の自覚症状があり、１年以上

前に一過性脳虚血発作のあったもの、眼

底に著明な動脈硬化の所見を認めるもの

は３級と認定するが、単に高血圧のみで

は認定の対象とならないとされている。

そうして、請求人に係る循環器系の疾

患による障害の状態をみると、本件循環

器障害診断書によると、最近一年間の治

療の内容等は、ＨＤＳ－Ｒ（注：改定長

谷川式簡易知能評価スケール）１８点／

３０の認知症、両下肢筋力低下による易

転倒があり、平成○年○月頃から支え歩

きも不可能になり、在宅は無理で、入院

となったとされ、現在膝関節症による疼

痛があり、車椅子で他人が移動を全介助

で行うとされている。平成○年○月○日

の計測では、身長は１４２ｃｍ、体重は

６６ｋｇ、脈拍は７８回／分、血圧（ｍ

ｍＨｇ）は最大血圧が１４０、最小血圧

が８０で、降圧薬を服用している。一般

状態区分表は「エ　身のまわりのある程

度のことはできるが、しばしば介助が必

要で、日中の５０％以上は就床してお

り、自力では屋外への外出等がほぼ不可

能になったもの」とされ、障害の状態と

しては、平成○年○月○日の最大血圧は

１４０ｍｍＨｇ、最小血圧は８０ｍｍＨ

ｇとされているが、その他には心疾患な

ど、循環器系の疾患についての記載は一

切なく、現症時の日常生活活動能力及び

労働能力は、アルツハイマー型認知症増

悪により見当識障害があり、怪我が多く、

車椅子を介護者が押して移動、予後は不

良と思われるとされている。このような

状態からは、心不全の症状（ＮＹＨＡ心

機能分類クラスⅣ）若しくは常時心不全

あるいは狭心症状を有すると判断できる

記載がないので心疾患による障害とし

て、１級に該当すると認めることはでき

ず、また、臨床所見、異常検査所見の有

無について一切不明であることから、２

級に該当するということもできない。ま

た、血圧（ｍｍＨｇ）をみても、降圧薬

服用下において高血圧症とされる最大血

圧１４０、最小血圧９０には該当しない

程度であるから高血圧症の障害とも認め

られず、これらの状態をもって、認定の



対象とすることはできない。

６　本件障害の状態について判断する。

認定基準本章「第１９節／重複障害」

によると、障害が重複する場合の障害の

程度の認定は、認定基準第３「第２章　

併合等基準」により判定するとされてい

るところ、その「第２節／併合（加重）

認定」によれば、２つの障害が併存する

場合は、個々の障害について、併合判定

参考表（掲記略）における該当番号を求

めた後、当該番号に基づき併合〔加重〕

認定表（掲記略）による併合番号を求め、

障害の程度を認定するとされ、認定基準

第３第２章「第３節／総合認定」による

と、認定の対象となる内科的疾患が併存

している場合については、併合（加重）

認定の取扱いは行わず、総合的に判断し

て認定するとされている。

そうして、本件障害の状態のうち関節

の疾患（変形性膝関節症）による障害は、

併合判定参考表の７号に該当するが、循

環器系の疾患による障害については、認

定すべき障害の程度に至らないものであ

り、これら２つの障害を併合（加重）認

定の手法を用いて認定することはでき

ず、国年令別表に定める１級の程度に該

当しない。仮に、循環器系の疾患による

障害について、一般状態区分表が「エ」

に相当することのみを重視し、認定基準

に掲げる２級（併合判定参考表の４号）

に該当するとした上で、関節疾患の７号

と併合（加重）認定しても、それは国年

令別表に定める１級には至らない。

なお、請求人は、現在も入退院をくり

返している状態である旨主張しており、

療養が厳しい状況にあることは十分理解

されるものの、提出された現状診断書及

び認定基準によって客観的かつ公正、公

平になされた前記の判断が左右されるこ

とにはならない。

７　以上のように、現状診断書現症日当時

における請求人の本件障害の状態は、国

年令別表に定める１級の程度に該当しな

いと認められることから、原処分は、結

論において相当であって、これを取り消

すことはできず、本件再審査請求は理由

がないので、これを棄却することとし、

主文のとおり裁決する。
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